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Ⅰ 平成２5 年度事業実施方針 

 

都会から遠く離れた自然豊かな島で、家族や幅広い年代層の人々が多様な体験活動を通して自然

に親しみ、自然を理解し、自然と共に生きる体験をすることにより、家族の絆や、人と自然、人と

人とのつながりを深め、豊かな心を育む。 

このような理念を基調として利用者の視点にたった事業及び施設運営を行っていく。 

 

Ⅱ 平成２5 年度事業報告 

 

１ 施設管理運営業務 

施設の維持、管理、運営に必要な業務を適切に行い、条例に基づく使用許可を行うとともに、

使用料を徴収した。 

２ 食堂管理、運営業務 

   地産地消・食の安全・食育を考慮した食堂運営を行った。 

３ 環境学習体験事業の受入れ 

環境学習体験事業、自然学校等を受け入れ、自然体験活動及び環境学習のための施設・プログラ

ムの提供、及び利用者への指導・助言を行った。 

４ 自然体験・環境学習指導者等の育成指導・各種学習プログラムの開発 

いえしま自然体験センターでの自然体験・環境学習にかかる事業を支援し、学校や地域で活躍で

きるボランティア指導者を養成するとともに、環境学習プログラム等の開発を行った。 

５ 青少年指導者養成 

センターを拠点に活動する青少年指導者を養成した。 

６ 主催事業 

自然の素晴らしさや大切さ、地球環境の大切さを伝えるために、いえしま自然体験センターだけ

でなく、家島諸島や瀬戸内海のフィールドを活かして、家族及び幅広い年齢層を対象に事業を行っ

た。 

７ 広報、啓発業務 

施設及び実施事業等を学校関係者をはじめ広く一般県民に広報（リーフレット、ホームページ）

するとともに、施設の意義を啓発し、利用の促進を図った。 

また、広報・啓発のための事業を行ったり、広報委員会を立ち上げたりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１）家族・一般対象事業 
① 親子自然体験 

日常の家庭生活から離れ、自然の中で親と子がふれあい、気づき、発見し、体験すること

により、自然を理解し、自然との共存を考えながら生活することにより、人と自然、親と子、

人と人のふれあいを深めた。 

春のわくわく親子キャンプ    ５月３日 （金）～ ６日（月・祝） ３泊４日 

＊参加人員 親子・家族１０４名 

  秋のるんるん親子キャンプ   １０月１２日（土）～１４日（月・祝） ２泊３日 

＊参加人員 親子・家族１０９名  

② はじめての家族キャンプ（新規事業） 

小さなお子様とのはじめての家族キャンプを、海に囲まれた自然豊かないえしまから始め、 

キャンプがはじめての方でも大丈夫なように、ボランティアリーダーが楽しい活動をサポー

トした。 

６月２９日（土）～３０日（日） １泊２日 

＊参加人員 親子・家族１３家族 ４７名 

③ お父さんといっしょ～父と子の２日間～（新規事業） 

家ではお母さんと過ごす時間が多い子どもたちが、お父さんと一緒に自然の中でいろんな

遊びや体験をとおして過ごすことにより、父子の絆を深めた。 

９月２８日（土）～２９日（日） １泊２日 

＊参加人員 親子・家族１５家族 ３０名 

④ はじめての子どもキャンプ 

自然学校をひかえた、小学３・４年生が一人で参加する野外活動入門キャンプで、キャン

プリーダーがカウンセラーとして児童の指導を行った。 

６月１５日（土）～１６日（日） １泊２日 

＊参加人員 小学３・４年生２２名 

⑤ キッズ・サマーキャンプ 

小学校高学年の児童が、センターの夏の自然を五感で感じ、自然の雄大さを知るとともに

仲間と協力することの大切さを学びました。体制的にはカウンセラー制をとり、参加児童の

指導にあたった。 

８月２５日（日）～２８日（水） ３泊４日 

＊参加人員 小学４・５・６年生２２名 

⑥ キッズ・スプリングキャンプ 

小学校高学年の児童が、センターの春の自然を五感で感じ、自然の雄大さを知るとともに

仲間と協力することの大切さを学んだ。体制的にはカウンセラー制をとり、参加児童の指導

にあたった。 

３月２６日（水）～２９日（土） ３泊４日 

＊参加人員 小学４・５・６年生２２名 

⑦ 無人島に生きる 

    中学生が自然あふれる無人島で生活することにより、自然の優しさ、厳しさ、雄大さにつ

いて、自然から学ぶことの大切さを体験した。 

また、集団生活を通して、日常生活では得難い葛藤や忍耐を経験し、相手を思いやる豊か

な心を育んだ。 

８月１０日（土）～１４日（水） ４泊５日 

＊参加人員 中学生２０名 

 



⑧ ヨット教室 

    ヨットの基礎的な艤装技術や操船技術を学び、自ら操船することでヨットの素晴らしさと、

自然の素晴らしさや厳しさについて体感し、自然を大切に守ろうとする心を培った。 

ヨット教室 春    ５月３日（金）～  ６日（月・祝） ３泊４日 

＊参加人員 ２４名 

ヨット教室 夏  ７月１３日（土）～１５日（月・祝） ２泊３日 

＊参加人員 ２１名 

ヨット教室 秋 １０月１２日（土）～１４日（月・祝） ２泊３日 

＊参加人員 ２６名 

⑨ ヨットクルージング体験 

セーリングクルーザーの醍醐味を体験するとともに、基礎的な艤装技術や操船技術を学び、

自ら操船することでヨットの素晴らしさと、自然の素晴らしさや厳しさについて体感し、自

然を大切に守ろうとする心を培った。 

９月２１日（土）～２３日（月・祝） ２泊３日 

＊参加人員 ４名 

⑩ ナイトハイク inいえしま＆夜光虫 or海蛍＆星空観察 

    ロマンティックないえしまの「夜のハイキング」を楽しんだ。美しい星空や流れ星、

そして海辺では[夜光虫]や[海蛍]を観察し、食事も旬の魚介類をいただいた。 

１０月５日（土）～６日（日） １泊２日 

＊参加人員 一般・家族１３名 

○11  秋のうきうき親子つり大会 

親子でのんびり魚釣りを楽しみ海の恵みをいっぱい感じ、親子のふれあいを深める事業だ

ったが、申込者８名のため中止とした。 

１０月２６日（土）日帰り 

○12  秋まつり（いえしまフェスティバル）       

「いえしま自然体験センター」体験キャンペーンです。クリアカヌーやカヤックに乗って

海を探検したり、タッチプールで磯の生物や海藻にタッチしたり、地引網体験など、秋の豊

かな自然を五感で感じ、「いえしま」ならではの秋の自然を満喫する事業だったが、荒天の

ため中止とした。  

１１月１０日（日）  日帰り                                                                                                  

＊ 申込者５０名 

（２）環境学習事業 
① スノーケル体験学校  

    小学高学年に正しいスノーケル技術を習得させ、海の中の不思議体験・感動体験を通して

自然環境を考えるきっかけとした。 

７月６日（土） 日帰り 

＊参加人員 小学４・５・６年生２１名 

② 海のふしぎ・発見！海辺の環境学習（新規事業） 

いえしま自然体験センターの美しい海辺を舞台に五感で探求し、はじめて手にする生き物

との出会いやテレビや図鑑では味わえない実体験の世界を体験した。 

指導については、専門員が学び感じたことを、次の生活や行動に生かしていく子どもたち

を導いた。   

７月２８日（日）～２９日（月） １泊２日 

＊参加人員 小学４・５・６年生９名 

 



③ 磯＆植物観察会（新規事業） 

いえしまの磯や植物を専門員がご案内し、様々な生き物を発見して触ってみたり、顕微鏡

を使ってミクロの世界をのぞいたりした。また、絶滅危惧種の植物等、貴重な植物も観察し

た。 

６月２２日 

＊参加人員 一般９名 

１０月２７日 

＊参加人員 一般５名 

 

（３）地元共催事業 
① いえしま諸島巡り＆旬を味わう（シニア対象事業） 

家島本島や坊勢島、西島を歩き、島の文化に触れたり、味覚を満喫したりした。 

       家島本島・西島を歩こう  ６月９日（日）   日帰り 

＊参加人員 中高年シニア世代６名 

       坊勢島・西島を歩こう  １０月２０日（日）  日帰り 

＊荒天のため中止 申込者１３名 

② 家島の獅子舞ツアー 

海上に浮かんだ壇尻船の舞台で行われる、全国的にも非常に珍しく兵庫県の重要無形文化

財に指定されている家島の獅子舞の伝統文化に触れ、デジカメや携帯カメラで写真を撮り、

ひと夏の楽しい思い出を作った。 

７月２５日（木） 日帰り 

＊参加人員 一般・家族１３名 

③ “坊勢島で燃える”完全燃焼！ペーロンフェスタ」 

坊勢島の人々が熱く燃える真夏の行事「ペーロンフェスタ」に参加し、優勝を目指すとと

もに、坊勢島の文化に触れる事業だったが、申込者０名のため中止とした。 

８月３日（土）～４日（日） １泊２日 

 

（４）利用促進事業 
① いえしま漁業体験＆味覚満喫事業 

  冬から春にかけての「いえしま」の魅力を発見するため、漁業体験や水産工場見学・料理

体験などでいえしまの海や旬の海の幸を満喫する事業を実施した。 

いえしまの底引き網漁業体験＆魚料理体験  

「底引き網漁船」の水揚げ体験をしました。網に入った播磨灘の海の幸を仕分けし、

魚料理にチャレンジした。 

   １１月１６日（土）～１７日（日） １泊２日 

＊参加人員 一般・家族２１名 

 

さばのしゃぶしゃぶを味わう 海藻料理にもチャレンジ   

         「ブランド鯖：坊勢サバ」の不漁により、替わりに「ぼうぜがに」を満喫した。ま

た、海苔・ひじきを採取して海藻料理にチャレンジした。 

                    ２月１日（土）    日帰り 

＊参加人員 一般・家族１８名 

   

 

 



 祝い料理を味わう いかなご料理にもチャレンジ  

   春の訪れを感じさせる播磨灘の海の幸「いかなご」漁について学び、いかなご工場を

見学して「天日干し」体験をしたり、「釜揚げ」や「クギ煮料理」にチャレンジしたりし

た。また、地元の海の幸の「桜鯛の特別料理」を味わい「春の味覚」を満喫した。 

３月８日（土）  日帰り 

＊参加人員 一般・家族３３名 

② 出会いサポート事業 

  伴侶を求める独身男女の出会いを応援するために、センターならではの体験型の交流会を

行ったり旬のいえしまの味覚を味わったりした。 

出会い＆春の味覚体験   ５月１１日（土）   日帰り 

＊参加人員 独身男女２４名 

     出会い＆秋の味覚体験   １０月１９日（土）  日帰り 

＊参加人員 独身男女２８名 

 

（５）ボランティア指導者養成事業 
 

① ボランティア指導者養成事業 

センターを拠点に活動するキャンプリーダー（高校生・大学生等）の活動を充実させる

ため、新規リーダーを養成した。 

        説明会 ４月７日（日）４月２１日（日） 日帰り 

以降随時トレーニングキャンプ 

月１回神戸でトレーニング 

② 「アクティブレンジャー養成講座（教員１０年研修対象講座）」 

瀬戸内海の豊かな自然の中で、自らの体験を通して海の自然環境の大切さを考え、

いえしま自然体験センター及び学校や地域で活動する指導者を育成した。 

８月１日（木）～２日（金） １泊２日 

＊参加人員 自然学校や環境体験事業の指導者・教員１２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


